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令和7年度　北九州地域産業人材育成フォーラム地域連携型インターンシップ

研修型（短期）インターンシップ
実施後アンケート　集計結果

【産業医科大学　２年生】

北九州地域産業人材育成フォーラム



○　アンケート概要

実施期間 2025年8月～11月

対象者 R7年度産業人材育成フォーラム研修型(短期)インターンシップ参加学生 2年生 20名

回答数 19名 （回収率 95.0% ）

1．インターンシップ参加動機（複数回答可）

2．実習先を決めた理由は何ですか（優先順位3つまで回答） （人）
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実習先企業に興味があった

実習先の職種に興味があった

実習内容に興味があった

日程

場所や距離を考えて

手当や費用を考えて

実習先に知人がいる

教職員や先輩の勧め

就職先として興味があった

知人・友人が参加するから
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働くことがどういうものか体験したい

就職活動に役立つと思ったため

学んできたことが現場でどういかされるか知りたい

単位を取得するため

希望する業種や企業の実務を体験したい

教職員や先輩、友人、家族に勧められたため

希望とは違う業種や企業を体験して視野を広げたい

その他



3．インターシップ参加のための情報収集（企業検索等）は、どのように行いましたか。（複数回答可）

4．3のサイトや方法を選んだ主な理由

・ 企業サイト

企業についての情報がたくさんあるため／どんな企業か分かると思ったから

そこでしか詳細情報が掲載されていなかったため／内容に間違いがないから

企業についての基礎知識をつけるため

・ 先生・先輩から

手っ取り早かったため／学校の授業だったから／先輩におすすめされたから

どんな企業があるか知るため

・ リクナビ・マイナビのサイト

.客観的にインターン先の企業のことが書かれているから

・ 産業人材育成フォーラムのサイト

大学の先生に勧められたから／それしか知らなかった／概要を捉えるため

企業の大まかな説明とインターンシップの概要を得るため

5．インターンシップ参加に向けて行った事前準備はどんなことをしましたか

12 件

・実習先企業の通勤手段の確認 1 件

・自己分析、インターンシップ参加目的の明確化 3 件

・ホームページや、会社案内等での企業情報収集・研究

8

1

5

7

産業人材育成フォーラムのサイト

リクナビ・マイナビのサイト

先生・先輩からの企業紹介（共同研究先）など

企業のサイト
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6．インターンシップ参加前と参加後の考え方の変化について教えてください
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強くそう思う・そう思う 一部そう思う部分もある そう思わない・全くそう思わない

仕事における責任感を感じる

働くことの厳しさを理解している

働くことにやりがいや充実感を感じる

仕事に対する興味や関心が高い

業種や職種について理解している

就職活動の企業選択幅が広がった

企業に対する理解が深まった

相手の意見を聞き、自分の意見を

伝えながら合意点を見いだせる

あいさつやマナーの大切さを

感じている

主体的に取り組むことの大切さを

感じる

幅広い視点を持って問題の解決に

あたることが出来る

学校で学んだことが現場でどう

活かされるか知っている

自分に足りないものに気づくことが

できる

目標に向かって自ら学び続ける

ことが出来る

社会に出た時の自己イメージを持つ

ことが出来る
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7．インターンシップ参加の満足度について、もっともあてはまるもの一つを記入してください

　　

8．インターンシップの反省点について、もっともあてはまるもの一つを記入してください
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9．インターンシップ実習で気付いたことについて記入してください　（原文のまま）
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現場の人の大変さに気づきました。
もっと職場環境をどうやったら良くできるのか興味を持ちました。

良かった点は、大学での講義では分からない現場の実態を知ることができたことと、衛生管理者として行う仕事のイメージがしやす
くなったことと、これから学んだり身に付けた方がいいものを教えてもらったり、気づけたことです。

分からないことがあったら積極的に質問をすれば良かったと思いました。

実際の工場でどのような安全対策が行われているのかを複数の工場見学の体験から共通点、相違点ともに探すことが出来てよ
かった

良かったところは熱意を持って取り組めた所で、悪かったところはホームページは確認したものの、企業について少ししか分からな
い状態で全員が参加していたことです。

同じ企業内でも、立場が違えば感じるものや考え方が異なること

良かった点、自分がつくかもしれない職種にふれて、これからのインターンシップに役立つと思った。

自分のコミュニケーション能力の無さに改めて気づくことができた。事前準備の不足が目立った。アルバイトとは違った社会経験が
出来た。

インターンシップ前は社会に出ることに漠然とした不安を感じており、厳しい世界だと感じていた。しかし実際の企業に足を運んだこ
とで、温かく迎えてくれる企業もあると気づけた。
これまで漠然と｢大企業に務めたい｣と考えていたが、突出した技術を持つワークス社を知れたことで、大企業に限定するのは本当
に正しいのかと考えさせられた。とても充実した実習だったが、5日間だけのインターンシップでは企業を理解するに足りないと感じ
た。もっと長く現場に触れ、ひとに触れ、学びたいと思う。

社会人として必要であることが何かを実感しました。

社会人として知識がいるのはもちろんですが、1番大切なのは礼儀とマナーだと実感しました。

普段学んでいることが、実際の現場でどのように生かされているのかを学ぶことができました。

素直な態度が大切だと気づいた

メンタルヘルスの取り組みがあまりされていない

各大学からインターンシップに来ていたが、その中でも自分の学科は安全衛生を主に取り扱う学科であり、他の大学に自分達の強
みを話してもいまいち理解されないことが少し衝撃だった。
良かった点は、グループワークの際に少ない人数ながらも目標達成までこぎ着くことが出来た。
悪かった点としては、前述した通り、自分たちの学科内容があまり理解されなかったことだ。理由としては、やはり自分の説明力不
足だと考えられる。

インターンシップを通して良かった点は、社会人になるうえで基本的なマナーを学ぶことが出来た点です。
インターンシップ初日に、「元気に挨拶」や「メモを取る」などについて計測検査株式会社から「お願い」がありました。これから社会
人になる上で、これらのマナーは必ず必要になるため、良い経験が出来たと感じております。
悪かった点は、PowerPoint作成が上手くいかなかった点です。
実習期間中は、積極性を意識し、挨拶を行い、不明な点は質問をしたため、マナーに関して悪い点は無いと考えておりますが、社
内報告会で用いるスライド作成の際には、文字が多く分かりづらいスライドになってしまったため、悪い点だと考えました。興味を
持った点は、早期に検査を行うことで未然に事故を防ぐ企業があるという点です。
生産したモノの安全性を確認するためにも検査をする企業が必要であることが分かり、そのような企業があることを知り、興味を持
ちました。

自分の知らないことについてより深く学ぶことができた。

通勤時間が長いというのはとても苦痛だということ。

5日間のインターンシップに参加し自分の目で現場を見たり実際に体験することで、普段の大学の授業で学んでいることを現実に
即した形で深めることができました。
現場では1つ1つの作業に理由があることが深く感じられ、効率だけでなく労働者の安全や品質保持の視点を持つことができるよう
になりました。
現場の製造プロセスや安全管理を間近で見て学べとても貴重な機会をいただけて有意義なものになりました。



10．実習での感想、後輩へのメッセージ等　（原文のまま）
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私が5日間インターンシップとして参加させていただいた鶴見化学工業株式会社は、インターンシップの受け入れは今年が初だと
おっしゃっていたのですが、本当にたくさんの学びがありました。産業衛生科学科の授業に関する安全や衛生などを深く学べ、有意
義なものになったので強くおすすめしたいです。ぜひ参加していただきたいと思います。

５日間長いようで短く貴重な体験をさせていただきました。インターンに行くことにより、自分の視野が広がると思います。

大学で学んだことをさらに深め、今後の大学での学びにつながるインターンシップだったと思います。

今回のインターンシップではいわゆるものづくりの現場を実際に見たり経験したが、その中でもやはり安全衛生というのは第1に考え
られているのだなと思った。特に工場で溶接や切削を行う際にはアラートや作業員が所定の位置に立たないと作動しないものもあ
り、考えられてると感じた。先輩方から勧められて行ったのだか、やはり得られるものしかなく来年度もこちらの株式会社石橋製作所
様を後輩に勧めたいと思った。

身近なモノの安全を守るために計測検査株式会社は必要な企業であり、どのような検査を行っているのか、知ることが出来まし
た。部品破壊やトンネル規制などをすることなく検査が行えるため、社会だけでなく企業にとっても期待される企業であると思いまし
た。
また、社会人になる上でのマナーについても学ぶことが出来ました。今後に活かしていきたいと思います。

とても優しくためになる企業でした。

日常生活では学べないようなことをたくさん学ぶことが出来ます。

頑張ってください。

通勤の経路をしっかり分かっておくことが大切です。

自分のやることに自信を持って

学校で学んだことが実際の現場で利用されているところを見るのはとても楽しかった。

やるからには自分が就職した際どのように社会人をするのかのイメージに繋がるようなインターンにして欲しい

初日の社長とのお話、最終日の成果報告会で自分の意見を発信する機会を持てました。それにより、改めて自分は意見を発信
することが得意なのだと自信を持つことができました。こうした普段できない体験をすることで自分の得意や苦手が見えてくると学び
ました。実習ではご迷惑をおかけした場面もありましたが、優しく対応してくださり大変有難かったです。
後輩へのメッセージとして、不安に囚われすぎずに立ち向かってほしいと思います。限られた機会なので、積極的に質問したり、自
分の意見を伝えてみるのも良いと思います。応援しております。

挨拶やマナー1番大切にするべきだと感じました。また事前に行く会社について詳しく調べてから行くと良いと思います。

分からないことは憶測でするのではなくすぐ聞くこと、報連相は絶対に行うことを徹底しなければならないと思いました。

事前準備が必要であることを実感しました。

総合的に見て良いインターンシップだったと思います。

とてもいい企業で、経験してみるのはいいと思った。


